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　0．はじめに

　動賓連語という一っの文法カテゴリーの，動詞（以

下“V”と記すことがある。）と賓語（同“O”）の間の

意味関係を検討すると，それが意味的には一つのカテ

ゴリーとは言えないほど多岐にわたっていることがわ

かる。一般には，例えぽ動賓連語

　（1）吃革果（リソゴを食べる）

におけるV“吃”に対する0“革果”の意味，1即ち動

作行為の被動老（patient）が賓語の典型として想起さ

れるが，

　（2）洗冷水（冷たい水で洗う）

のように，0が動作行為に用いる道具を表したり，

　（3）蓋房子（家を建てる）

のように，0が動作行為によって生み出される結果を

表しているものもある。しかしこの点自体は，ここで

改めて指摘するまでもないくらい周知の事実である。

　さて，体詞性賓語の分類の際，（1）における0に代表

されるような受事賓語は，ほぼ賓語の典型のように考

えられている。本稿の目的は，受事賓語の成員に対し

て意味論的視点から検討を加えてその多様性を指摘

し，同時に，受事賓語と他の賓語の類似性が存在する

点を述べることである。

　1．体詞性賓語の分類

　1．工孟球等1987の体詞性賓語分類の例

　上記のように，動詞とそれに対する体詞性賓語の意

味的な多様性に関しては，現代中国語の文法の概説書

などでもしばしば言及され，多くの研究において体詞

性賓語の分類が試みられてきた。

　ここでは，非常に詳細な体詞性賓語の分類の一例と

して，孟珠等1987，7－11を検討する。孟壬宗等1987は，体

詞性賓語を以下の14類に分けている。

1．“受事箕語”

動作脅行為が直接事物に及ぶもの。“釣負”（魚を釣る）

“打屯振”（電報を打つ）等。

2．“拮果箕i謬

動作が生み出した結果を表すもの。町条約”（条約を

結ぶ）“差房子”（家を建てる）等。

3．　u対象箕i吾羽

ある行為（一般には動作ではない）がある鰐象に向かっ

て発せられるもの。“教育核子”（子供を教育する）“感

謝首最”（指導者に感謝する）等。

4．“工具箕悟”

動作の道具あるいは用いられる材料を表すもの。“抽鞭

子”（ムチを打つ）盛大碗”（どんぶりで盛る）等。

5．“方式箕悟”

ある方式で動作・行為が行われることを表すもの。“ITg

A澗け（イ調で歌う）“存活期”（当座で預金する）等。

6．　“欠b所真｛吾11

動作や行為がある場所に及んだり，ある場所で発生す

ることを表すもの。“回南京tt（南京に帰る）“走小道”

（小道を歩く）等e

7．　“H寸「司真i吾’v

動作・行為が賓語の表す時間内に発生することを表す

もの。‘‘熱夜”（徹夜する）“起五更”（朝暗いうちに起

きる）等。
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8．”EI的其珊”

動作や行為を行う目的を弼一もの。“籾眈生1’（大学

院を受ける）‘’等朋友”（友達を待つ）等。

9、“原因箕語11

動作や行為を行う原1項を表すもの。“避雨’t（雨やどり

する）’川縮水”（水に縮む）等。

10，　叫弼d吏聾翼・語，1

動ii司は結果あるいは持続する状態を表し，賓語は動作

によってある結果・状態を生ぜしめられるもの。“ヲ｛：fT

（ドアを開ける）11団；】賭”（口を閉ざす）等。

11．’‘施，」箪箕・i吾¶1

動作や活動の当事者を表すもの。‘’出去了一・・Al人tp（人

が一入出かけた）“下雨了”（術だ）等。

12．‘「司源箕悟言｝

新たな意味をつけ加えないものe‘‘唱歌tt（歌を歌う）

　“テ1三trtf　11　　（歩　く　）　　典亭。

13．　叫一等同典i吾11

賓語と動詞の前の主語とが意味上等しいもの♂我賜中

鋒・（私はセソtl　一一フォワードだ）“他担任班lft　＋’（彼は

班長だ）等。

14．H禦美11

上の13分類のいずれにも属さないもの。‘1司虹灯廿（信

号無視をする）“上年Sk”（年をくう）等。

　このうち第6類の“処所箕i吾”や第11類の砧施事真

悟”は準賓語の粋に入るのでn議論の上で別扱いにす

ることも可能である。

　1．2体詞性賓語分類の基準

　孟綜等1987の他にも，体詞性賓語に対しては崔承一

1988，李！1缶定1990，島庚株1987等多くの研究がそれぞ

れの基準からの分類を試みているが，孟瑞等1987と極

めて異なる分類を行っているものはない。とは言えど

も無論，これらの分類が完全に同じ結論を示している

　というわけではない。例えeX　“我賜中鋒笑私はセソター

フォワードだ）のようなものを李II缶定199。では“fi11色

箕語”と名付けているし，島庚株1987では“受事箕語11

　を信客体箕i鐸，“施事箕活什を“主体宴う吾”と呼ぶな

　ど，名称の異なっているものもある。また“予李真i吾”

　・衰称箕響等偏決株1987），それぞれに独自の類を

設定して箕なった分類を行っているものもある・

　　確かに，“工具箕悟”，“方式箕梧”，“原因宴悟t’等，

　他の言語では修飾語としての前置詞句によって表され

　ることが多いであろうと予想されるような成分が賓語

　となる現象は，中鼠語の賓語の性質を体現した興味深

い現象であり，これらの賓謡を個別｝こ級った研究も少

　なくない2｝。しかし，言語事実に対してある理論の枠組

みに基づいて何らかの分類を行っただけでは，ともす

るとそれぞれの分類のうちいずれが優れているかとい

う優劣の問題にとどまってしまう。無論それも重要な

テーマではあるが，分類をする際，その全体を貫く分

類基準は何か，それによって雷語事実の背後にあるど

のような体系・原理が説明されるのかという点も，結

果と岡様もしくはそれ以上に重要視されなければなら

ない。

　　　　　●

　2．受事賓語について

　2．1先行覇究の受事賓語の扱い

　さて，本稿ではさまざまな賓語の中でも受事賓語に

着目する。一般には賓語の中では受事賓語が最も容易

に想起される極めて典型的なものである。

　先行研究においても，その名称が異なる場合はある

にしても，「受事賓語」という名称が指し示す賓語の類

の存在は關違いなくいずれもが認めている。ただし，

実際にその類の中の成員がすべて一致しているわけで

はない。

　そもそも，動詞と受事賓語の間の意味関係も一つし

か存在しないのではない。この点をま孟珠等1987も事実

としては認めている。孟珠等1987，7は，受事賓語の意

味を“劫作或行涛宜接及子事物”（動作あるいは行為が

直接事物に及ぶ）と記述した上で，以下のようなもの

を含むとしている。

1．‘取得11（取得）を表すもの。例えば昼釣fガ　（魚を

釣る）。

2．“挨受11（受けること）を表すもの。例えぽ横担生

活費用11（生活費を負担する）。

3．“vex出tr（発すること）を表すもの。例えば‘‘打屯報”

　（電報を打つ）。

4．“具有”（持つこと）を表すもの。例えぽ叫有銭”（お

金を持っている）。

5．“破杯”（破壊）を表すもの。例えば“福破璃”（ガ

　ラスを砕く）。

6．敬変”（変えること）を表すもの。例えぽ‘‘豊被子11

　（掛け布団を畳む）。

等。

　　また，孟珠等1987の受事賓語の成員のうちいくつか

を，他の研究では受事賓語以外のwavこ分けている場合

　がある。例えば“具有11（持つこと）を表す“有銭”（お

　金を持っている）のような例における0は，防i建民

　1986では類有箕も吾1’として受事賓語とは別のものと

　考えられているし，」‘給銭軸（お金をやる）のような例

におけるGは孟珠等1987では受苔濱語の申の牧鯉
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（発すること）を表すものの中に入っているが，島庚

株1987では“予春箕i吾”というやはり受事賓語（島庚

株1987では“客休郎吾つとは別の枠組みの中に入れら

れている。この諸家の意見の相違は，一つの枠にあて

はめることによって，一見単一の意味しか存在してい

ない印象を与えかねない受事賓語にも，実はさまざま

な意味が存在しているという現象をとりも直さず反映

している。

　2．2　受事賓語の意味的多様性

　2．2．1使役構造

　さて，受事賓語を意味的に特徴付けているのは何で

あろうか。上記の“劫作或行均査接及子事物”（動作あ

るいは行為が直接李物に及ぶ）という記述（孟踪等

1987，7）からもわかるように，典型的にはある動作主

から動詞で表される動作行為が賓語に直接及んだ場

合，このような賓語を受事賓語と呼んでいるわけであ

る。この情況は（4）のように図式化できる。

　（4）　S（a）　→　　V　　→　　0（P）

S（a）は主語（S）の位置に立つ動作主（agent）を指す。

Vは動詞が表す動作行為である。0（P）は賓語（0）の

位置に立つ被動者（patient）を指す。矢印は，ある動

作行為（V）が動作主（S（a））から発せられて被動渚

（O（p））へ到達することを表している。

　（4）は，外部世界の出来裏を，使役的な事態，すなわ

ちある物が他の物へ力を加え変化を生じさせようとす

る事態として捉えられた際の，使役講造（causal　struc－

ture）の図式にほかならない。　S（a）から0（p）への力の

働きかけは力の伝達と見なされ，表現される。3｝

　この使役横造は，Vの0（p）に対する他動性（tran－

sitivity）によって特徴付けられる。他動性とは概略的

に言えぽ，「動詞によって表わされる行為が何らかの他

者なる対象に向けられているかどうか，そしてもし向

けられているならば，行為がその対象にどの程度影響

を及嘩すか，という点についての話者の認知」（池上

1993，35）である。4｝使役講造というカテゴリーは，こ

の他動性の強弱を基準として，プロトタイプから周縁

的な成員までの，さまざまなな構文から構成されてい

るのである。

　2．2．2　使役構造一英語・日本語の例

　以下，使役溝造の内部を，他動性を基準として検討

する。まず英語と日本語を検討対象としてとりあげる。

　英語における他動性及びモれが形式化された他動詞

溝文が，さまざまな成員からなる多様性を示す点に関

しては，　Giv6n1984、96－109やGiv6n1993，106－116等

でも指摘されているが，ここではTaylor1989を例にと

る。

　Taylor1989，206－215では，英語の使役携造は

　（5）NPIVT，，，，1・sNP，

のように，主語（NP，）と目的語（NP，）の関係が他動

詞（VT…c，INS）で表されているため，これを他動詞構造

（transitive　construction）と呼んでいる。（5）と（4）を

もとに，以下では説明の便宜上，IP、をS（a）と，NP2

を0（p）と，　VTIt，、］’5をVと置き換えて述ぺる。以下が他

動詞撲造の例である。

　（6）Mary　killed　the　intruder．（メアリーは侵入老

を殺した。）

　（7）John　moved　the　table．（ジョソはテープルを動

かした。）

　（8）Idug　the　ground．（私は地面を掘った。）

　（9）We　approached　the　city．（私たちは都市に近

づいた。）

　（10）John　obeyed　Mary．（ジョソはメアリーに従っ

た。）

　（11）Iwatched　the　movie．（私は映画を見た。）

　（12）11ike　John。（私はジョソが好きだ。）

　（13）John　resembles　his　brother．（ジョソは兄に似

ている。）

　これらはみな，形式的には（5）という単一なカテゴ

リーに含まれるが，意味的には多種多様な様相を呈し

ている。（6）では0（p）がVの直接的な影響を受けて変

化する。（7）では0（p）の物理的位置が変化する。これ

らは他動詞構文のプロトタイプである。ところが（8）で

はS（a）の行為によって0（p）はその一部分しか影響を

受けないし，（9）では0（p）はS（a）の行為による影響を

受けない。（10）では動作はS（a）によって発動されるも

のの，その動作行為によって支配されるのは0（p）で

はなくS（a）自身である。（11）は動作行為というよりも

S（a）の知覚を表し，（12）はS（a）の心的状態を述ぺた

ものである。（13）はS（a）と0（p）の関係を表した文で，

そこにはもはや動作行為は存在しない。

　このように，他動性の強弱という意味的基準に基づ

くと，他動詞購造は（6）のようなプロトタイブから（13）

のような周縁的な成員までの，さまざまなものから構

成されていることがわかる。

　次に日本語の例を考えてみる。日本語では一般には

使役構造は

　（14）S（a）一が0（p）一をV一する（した）

のように，動作主は格助詞の「が」，被動者は格助詞の

「を」によってマークされる。この構文も，他動性を

基準にすると，さまざまなものから構成されることが，
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仁田1993や山梨ユ995で論じられている。ここでは山梨

1995，239－241の例をもとに検附する。

　（15）太郎がグラスを割る。

　（ユ6）次郎がドアをあける。

　（玉7）子供が偲ri観のお腹をさわる。

　（18）花子が新聞を読む。

　（19）生徒が数式を1断氾する。

　（20）一郎が財産を得る。

　（21）子供がお金をなくす。

　（15）は使役構造のブロトタイブと考えられる。しか

し（16）では「ドア」は動くが，「ドア」自体が変化する

わけではない。（17）では「お腹」は動かない。（18）・一一一（20）

では，動作が獺柱から被動者へ一方的に及ぶだけで

なく，視覚的刺激や知悼1激金銭等の何らかの存在

が逆に動作主のほうにもかかわってくる印（21）でも，

動作主は影縛を受けるし，そもそも動作自身を動作主

がコソトロールできない。このようにさまざまな意味

でプロトタイプから逸脱した周縁的な成員が存在して

いる。

　2．2、3　中国語の受事賓語の分析

　さて，中国語の受事賓語の分析に移る。孟珠等1987

において受事賓語と扱われているもののうちいくつか

例を選び，他動｛生の強弱に基づいて分析を加えると，

以下のようにさまざまな意味関係に分類することが可

能となる。以下の用例は，孟踪等1987において受事賓

語となっているものの用例や，同じ動詞と同類の賓語

の組み合わぜの中日合作MMT双i吾生成組1994や王

硯衣等1984等からの用例である。5）

　［1］類：賓語の形態が変ってしまうもの

　（22）他；Xr了一根拗枝。（彼は枝を一本へし折った・）

　（23）他折了一台牧音机。（彼はラジナを解体した。）

　（2の他祉了一張蝦紙。（彼は新聞紙を一枚破った。）

　（25）那全罪犯用斧子歓了一介入。（その犯人は斧で一

人の人を切り殺した。）

　（26）我除了猪肉迩切了一点几牛肉。（私は豚肉の他に

牛肉も少し切った。）

　　（27）他斯了一張画几。（彼は絵を一枚破った。）

　　これらの例においては，S（a）から0（P）への力の働

きかけが具体的かつ直接的で，o（P）｛Fまその結果非常に

大きな影響を受ける。例えば（22）では「枝」が折られ

　た結果本来の状態から「枝」は完全に変ってしまうし，

　（23）でも「ラジオ」は解体されると完全に元の状態か

　ら変化してしまう。（24）から（27）の「破る」「殺す」「切

　る」等も同様で，これらのVが実現されると0（p）は直

　接的な強い影響を受け，その結果0（p）自身が元の状

態から完全に変化する。

［1］類の意味構造は次のように図式化することができ

る。

　（28）［1］S（a）→V→0（p）→R
Rは0（p）が影響を受け変化した後の結果状態を表

す。

〔2〕類：賓語が消滅するもの

　（29）地吃了酉ノト鰻柴。（彼女はマソトウを二つ食べ

た。）

　（30）他喝了爾杯茶。（彼はお茶を二杯飲んだ。）

　（31）我已経棚了几介字。（私はもう字をいくつか削っ

た。）

　これらの例においても，Vの実現の結果0（P）が直

接強い影響を被るという点では［1］類と同様である。

ただ［2］類の例は，0（P）が被る影響として，Vの実現

の結果0（P）は消滅してしまうという共通の意味特徴

を持っている。例えぽ（29）では，「マソトウ」は食べら．

れるとなくなってしまうし，（30）の「お茶」も飲まれ

るとなくなってしまう。（31）でも「字」は削られると

消滅するe

　消滅も変化後の結果の一種であるから，［2］類の意

味構造も［1〕類と同様に次のように衷示することがで

きる。

　（32）［2］S（a）→V→0（p）→R
　［3］類：賓語の物理的存在状態に変化をもたらすもの

　（33）他伯在那里埋了一包炸菊。（彼らはそこに爆i薬を

埋めた。）

　（34）我狐了几冷花生。（私はラlyカセイをいくつか

握った。）

　（35）我盛了一碗叛。（ご飯を一膳よそった。）

　（36）我用酒泡了些毒。（私はナッメを少し酒に漬け

たe）

　　（37）他貼了一張　告。（彼は広告を一枚貼った。）

　　（38）弛茨上戴了一朶花。（彼女は頭に花を一つつけ

た。）

　　（39）娼掲蛤我摘了几ノト革果。（潭が私にリソゴをいく

つかもぎ取ってくれた。）

　　［3］類の例に共通した意味特徴は，Vの実現の結果

　O（p）の存在している状態が変化するという点である。

　（33）では「爆薬1が埋められ，（34）では「ラッカセイ」

　が握られた状態へ変化している。（35）から（39）の例に

　おいても，同様に「ご飯」「ナツメ」「広告」「花」「リ

　ソゴ」が，本来あった状態から，Vの実現によってそ

　の影響を受け，違った形での存在状態に移行している。

ただしそれぞれのo（P）自身が形態の変イヒ等の影響を
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受けるわけではない。従って［3ユ類は，0（p）が存在し

ている状態が変化するという点ではVの他動性の影

響を受けているが，0（p）自身は影響を受けないので，

［1］類や［2］類ほどは他動性は強くないと考えるこ

とができる。［3］類の意味構造は以下のように表示す

ることが可能である。

　（40）［3］S（a）→V→0（P）→O（P）’
　Vが実現しても0（p）自体は変化しない。0（p）’は，

S（a）からの働きかけVを受けて0（p）の存在形態が

変化することを蓑す。

［4］類：賓語の物理的位置に変化をもたらすもの

　（41）我一共寄了三封信。（私は全部で手紙を三通出し

たD）

　（42）送介男核几勉了一快石柴。（この男の子は石を一

つ投げた。）

　（43）他r口『扮了二十几At球。（彼はいっきに球を二

十数個投げた。）

　（44）小該几搬了把椅子。（子供が手で椅子を一つ動か

した。）

　（45）我蛤他侍了一封信。（私は彼に手紙を一通手渡し

た。）

　［4］類にはVの実現によってO（p）の物理的位置が

変化するという共通の意味特微がある。6｝（41）では「手

紙」は郵送された結果発送者（この場合は俄”）の手

元から離れる。．（42）では「石」が投げられて「男の子」

の手から別の場所へ向かって移動する。（43）から（45）

においても，「球」「椅子」等が動かされて物理的位置

に変化が生じる。しかし，すべて0（p）自身がVの実現

によって変化をするわけではない。［4］類のVが表す

中心的意味はあくまでもO（P）の位置の移動であっ

て，移動の結果0（P）自身がもし変化を生じたとして

も，それは当該の言語形式が表す意味ではない。従っ

て［4］類のVも［1ユ類や［2］類などよりは他動性が

やや弱い部類に属する。［4］類の意味繊造も［3］類同

様，以下のようになる。

　（46）［4］S（a）→V→0（p）→0（p）’
　Vの実現により0（p）は物理的位置が変わり0（p）’

になる。

　［5］類：賓語が影響を受けないもの

　（47）他已餐翻葎了丙部枝篇小悦。（彼はもう長編小説

を二編翻訳した。）

　（48）姐姐汀了丙扮根紙。（姉は新聞を二部注文した。）

　（49）他回答了祀者提出的呵題。（彼は記者の出した質

問に答えた。）

　（50）在第一学期他只教了一些基本技能e（第1学期は

彼はいくつかの基本技能だけを教えた。）

　（51）在迭ろ、点上他伯測量了海抜高度。（この地点で彼

らは海抜高度を測量した。）

　（52）他算了逮奈月的房賢。（彼は今月の部屋代を計算

した。）

　［5］類ではVの実現によって0（p）が影響を受けな

い点に注意すべきである。（47）では，「長編小説」が「翻

訳された」ことによって，翔訳がない状態からある状

態に変ったと言えないこともないが，元の「長編小説」

自体に変化はない。（48）から（50）も同様である。（51）

では，「海抜高度」は「測量」された後でも変るはずが

ないし，（52）においても，「計算し」ても「部屋代」は

まったく変らない。［5］類はVから0（p）への他動性は

非常に弱く，意味的には使役構造のプPトタイプから

遠ざかった周縁に位置していると考えることができ

る。

　　［5］類の意味構造は，以下のように衰示できる。

　（53）［5］S（a）→V→0（p）
　S（a）からの働きかけVは0（p）に到達するが，0（p）

は何らその影響を受けず，変化しない。

［6］類：賓語が影響を受けないだけでなく，逆に主語

が影響を受けるもの

　（54）我侍染ず痢疾。（私は赤痢がうつった。）

　（55）他承担了一項重要的任秀。（彼は重要な任務を引

き受けた。）

　（56）他負担了母楽的全部生活賀。（彼は母のすぺての

生活費を負担した。）

　（57）凋査姐接受了迭企意見。（調査グループはこの意

見を受け入れた。）

　（58）他伯已蛭学月了先透的亦法。（彼らは既に進んだ

方法を学んだ。）

　　［6］類は大枠では［5］類の中の小類と考えること

も可能である。［6］類が共通に持っている意味特徴は

以下のように説明できる。即ち，本来使役構造

　（4）S（a）→V一レ0（P）
ではS（a）から0（p）への力の働きかけがあり，0（p）が

影響を受けるのであるが，［6］類においては0（p）が影

響を受けないばかりでなく，本来力の発動者であるS

（a）のほうが逆に何らかの影響を受けるのである。

（54）はその典型である。「｝（55）では「重要な任務」を引

き受けたことによって，それ以前に存在しなかった責

任がS（a）（「彼」）に生じることllこなる。（56）では「母

の生活費」を負担することによって，S（a）（「彼］）に

文宇通り新たな負担がかかる。（57）や（58）においても

Vの実現によってS（a）が何らかの影響を受ける点で
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は同様である。

　従って，［6］類の意味携造は，次のように表示する

ことができるa

　（59）［6］S（a）‘一一，V－・0（P）

　（59）は，S（a）はo（p）に対して働きかけを行うが，　S

（の自身もVの何らかの影柵を受けることを表してい

る。

［7〕類；主語の心的動きや知覚を表すもの

　（6の地祀了好多屯活号渦。（彼女はたくさんの電詣番

・号を覚えた。）

　（6工）我悩了好多事。（私はたくさんのことが解った。）

　（62）我忘了一件重要的帯。（私は重要なことを一つ忘

れた。）

　（63）祢慢会了我的意思。（あなたは私の意味を誤解し

ている。）

　（64）我早就知道了逮件可予。（私はとっくにこのことは

知っていた。）

　（65）我明白了真相。（私は真椙が解づた。）

　（66）我咋天下午畷了ノト展覧。（私は昨fl午後ある展覧

を．見た。）

　（67）我昨夫呪了一・一　ft几粗声。（私は昨同漫才をしばら

く聞いた。）

　（68）地測了岡那盆菜。（彼女はちょっとその料理のに

おいを嗅いだ。）

　（69）姥一天就児了徹多朋友e（彼女は一一日で多くの友

人にあったe）

　［7〕類の例においては，S（a）から0（P）に対しての

力の働きかけは存在しない。（6のでは，ギ覚える」とい

う行為によって「7S話番号」に対して何か可視的な力

の働きかけがあるわけではないし，その結果当然「電

話番号」にも何らの影響も及ぼない。そこに存在する

のは外的な動作行為ではなく，S（a）の心的な活動印変

化である。（6のの「知る」や（65）の「解る」も同様で，

その文が述べているのはS（a）の心の中の溝動である。

　（66）以降の例の「見る」「聞く」等は，S（a）の知覚活

動を表している。これらの例でも，S（a）から0（P）に対

しての動的な働きかけは存在しない。むしろ逆に外部

の刺激が捧内の感覚器官へ入り込み，それをS（a）が知

覚するのである。

　以上のように，他動性という視点から考えた場合，

　［7〕類は受事賓語というカテゴリーの中では異質であ

る。意鎌舶には主語と餐藷は動作主と被動者という関

係ではなく，心優験きを経験する経験者（exper三encer）

と，その嚢きを起こす原困となる刺激（stimulus）の醐

孫であるee，　171類の意鋒構造は以下のように記述で

きる。

　（70）［7］S（e）－V－0（s）
S（e）は動作主ではなく経験者としての主語を，0（s）は

被動者ではなく刺激としての賓語を表す。両者間には

力の伝達は存在しない。

［8］類：関係・状態を表す文

　（71）迭句橘包含了好几展意思。（この言葉には幾重も

の意味が込められている。）

　（72）逮秦誹括包括了恨多原来没写避去的内容。（この

講話は本来は書かれてなかった内容を多く含んでい

る。）

　（73）達些意見反映了大家的要求。（これらの意見は，

みんなの要求を反映している。）

　（74）達奈提案体現了炭展中国家的利益和要求。（この

提案は発展途上国の利益と要求を具体的に表してい

る。）

　（75）他的身材具各了演貝的条件。（彼の体格は俳優の

条件を備えている。）

　［8］類においては，主語から賓語への他動性はさら

に弱まり，既に存在しないと言っても過言ではない。

（71）では，「この言葉」と「幾重もの意味」との間に何

らかの力の働きかけ等はまったく存在しない。（72）に

おいても「講話」と「内容」の間に力の伝達も，また

刺激の受容もない。（73）以下も，「反映している」「表

しているj「猫えている」というのは主語と賓語の二つ

の名詞項の静的関係・状態を述べているに過ぎない。

動詞は，もはや動作行為を表しているのではなく，文

全体で一つの状態を表しているのであるe意味構造は

以下のように衷示することができる。

　（76）　　［8］　S　・一　（V）　－　0

（V）は，動詞が具体的かつ動的動作行為を表さないこ

とを表示している。

　以上，中国語の受事賓語を他動牲の強さという視点

から検討してきた。さまざまな意味構i造（28），（32），

（4の，（46），（53），（59），（70），（76）を以下に（77）と

Lて再録する。

　（77）　　　　　　　　　　　　　　　　　他動性
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　（77）から，受事賓語という文法カテゴリーの中にも，

他動性の強弱という意味的基準を元に検討を加える

と，さまざまな成員が混在していることがわかる。し

かしこのカテゴリーも，ただ単にばらばらの成員が雑

多に無秩序に分布しているのではなく，［1］類や［2］

類のような非常に他動性の強いプロトタイプから，［7］

類や［8］類のような他動性のほとんど存在しない周縁

的な成員までの，段階的な連続体を描成しているので

ある。

　3．受事賓語と他の賓語の類似性

　3．1他の賓語との類似性

　さて，第2章ではもっぱら受事賓語の内部の成員の多

様性に闊して分析を加えてきた。本章では，受事賓語

から外部に貝を向けた揚合，他の賓語との問でも決し

て厳密な境界線が引けるわけではないこと，即ち受事

賓語と他の賓語も非常に近い性質を持っている可能性

のあることに関して，若干の考察を試みる。以下では

その一例として結果賓語を考察の対象として取り上げ

る。

　3．2結果賓語

　3．2．1結果賓語と受事賓語の「ゆれ」

　賓語のさまざまな類のうち，結果賓語も，多くの先

行研究で必ず取り上げられている重要なカテゴリーで

ある。朱徳煕1982，UOにおいても，VO間の意味関係の

うちの一つとして，賓語が“劫作序生的結果¶1（動作が

生み出した結果）であるものを取り上げている。以下，

結：果賓語を含んだ動賓連語の例をいくつか先行研究の

うちからあげる。

　（78）蓋房子（家を建てる）（朱徳煕1982）

　（79）写信（手紙を書く）（朱徳煕1982）

　（80）打眼几（穴をあける）（孟珠等1987）

　（81）編草帽（麦わら帽子を編む）（孟珠等1987）

　（82）包狡子（鮫子を作る）（孟珠等1987）

　（83）汀条約（条約を結ぶ）（孟珠等工987）

　（84）妙重香肉雲（魚香肉聯を作る）（李ll缶定1986）

　（85）堆雪人几（雪だるまを作る）（李il缶定1986）

　（86）煮粥（かゆを炊く）（李晦定ユ990）

　（87）洗照片（写真を現像する）（李1「缶定1gge）

　（88）誘花（刺繍する）（弓庚株1987）

　（89）f故鮭（くつを作る）（巧｝芙株1987）

　例えぽ，（78）では「家」は「建て」てから生じるの

であって，建てる以前には存在しない。このように結

果賓語は動作行為の行われた結果，後に生じる賓語で

あり，受事賓語とは異なるグループとみなすことがで

きる。

　しかし本稿では，他動性の視点から結果賓語は受宴

賓語とほぼ同列上のものと考える。つ・まり，結果賓語

が受事賓語とはまったく性質の異なった異質なグルー

プと考える必要はないのである。9）例えば孟踪等1987

において，受事賓語と判定されている例でも，意味的

にはVの実現の後に生じる結果賓語と考えてもおか

しくないようなものがいくつか散見される。

　（9の雇ll缶吋工（臨時雇いを雇う）

　（91）規定了几条妃律（規律をいくつか定めた）

　（92）准各酒席（酒席を準備する）

（90）～（92）は孟踪等1987では受事賓語の例としてとり

あげられている。しかしこれらのVOはすべて，　Vの

実現を通じて0が生じるもの，Vの実現以前には0

は存在しないものである。以上のような例はまさに結

果賓語と受事賓語の同質性を反映している。

　以下，結果賓語を受事賓語と同質のものとして位置

付ける根拠となる解釈を提示する。

　3．2．2結果賓語の解釈一その1

例えば，次の二つの例を再録してみる。

　（1）吃革果（リソゴを食べる）

　（3）荒虜子（家を建てる）

（1）の0は典型的な受事賓語であり，2．2．3の分析では

［2］類の「賓語が消滅するもの」に属する。この場合，

O（リソゴ）はVの実現以前には存在したものが，Vの

実現によって消減するわけである。（3）の結果賓語を表

す0（家）は逆に，Vの実現以前には存在しなかった

ものが，Vの実現によって生じるのである。この両者

の関係を表したのが（93）である。

（93）V　→　0（p［2］）［十存在］　→　0［一存在］

　　V　－＞0［一存在］　　　→　0（r）［＋存在］

0（P［2｝）は2．2．3で述べた［2］類の受事賓語を表す。

0（r）は結果賓語を表す。受事賓語（［2］類）はVの力

の働きかけによって「有」から「無」の状態へ変るの

に対して，結果：賓語はVの力の働きかけによって逆に

「無」から「有」の状態へ変るe両者は変化の向きが

逆なだけであって，「有」と「無」の状態間の相互変化

という大枠では共通していると考えることが可能であ

る。つまり，他動性の強弱という基準からすれば，い

ずれも「有」と「無」の状態間で変化するという極め

て強い他動性を有しているわけで，この意味において

結果賓語は受撃賓語内に自然に位置付けられる可能性

が生じてくる印10，

3．2、3結果賓誘の解釈一その2

　結果賓語に関してはもう一つの解釈も可能である。
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李1腐定1983や李11缶定1986め指摘にもあるように・同一

の動詞が受事賓語も結果賓語も鞘びることができるも

のがある。

（94）　受Ss：三葦乏言吾

　　堆雪
　　　（⊆了を租む）

　　岳・Xfii

　　　（小麦粉をこねる）

　　妙肉
　　　（肉を妙める）

結果i賓語

堆「；i．1一入几

（｛身だるまを作る）

操慢共

（マソ1・ウをこねて作る）

火少魚’香肉竺

（魚香肉赫をf乍る）

これらの例からもわかるように，受ajr賓語0（P）に対

してはVは力の働きかけを行うが，その結果0（p）が

どのような結果に変化するかまでは必ずしも君及して

いない。一方結架賓語0（r）では，0（r）が結果として生

じるにはその前拠としてVがカな及ぼす対象0（p）が

必ず存在していたことになるe例えば“堆雪人］L”で

は，「雪だるま」を作ったということは当然そのために

雪を積むことが前提となっているのである。ただ“堆

雪入几”という言語形式は，雪を積み上げる前段階に

は関心がなく，結果段階の「雪だるま」にのみ焦点を

あてているのである。両者の関係は以下のように考え

ることができる。

（95）

V　　－＞　0（P） （一・R）

　　匠ヨ（・（P）一）［至到

　受事賓語0（p）を伴ったVOは，動詞と被動者に認

知の焦点があたった（四角の枠で囲まれた部分）形式

であり，Vの実現の結果Rを含意するかどうかは動詞

によって異なるeこれに対して結果賓語0（r）を伴った

VOでは，客観世界では前提として必ず存在する被動

者0（p）は背景化され，結果のほうに認知の焦点があ

てられ前景化される。その結果，人闇の認知の反映と

しての言語形式上にも，背景化されたために表現され

なかった被動者の本来の位置に取って代わり，結果を

表す成分が賓語として位置付けられるに至ったのであ

る。ID

　4．　おわりに

　以上，中国藷の動賓連語のうち「受事賓認」という

文法カテゴリーも，意味論的に分析すると決して均一

な成員から構成されているのではなく，他動性の強し！

動詞に伴った受事賓語のブPトタイブから，他動性の

ほとんど存在しない動詞に伴った周縁的成員まで，段

階的な連続体をなしていることが論じられた。また，

「受事賓語」と外部の賓語との闘係においても，結果

賓語を例にとり，その境界線の線引きが困難であるこ

と，即ちカテゴリー内部だけでなく他のカテゴリーと

の間も連続性・類似性があることにも言及した。これ

はいわぽ意味の連続体を文法形式でデジタル化したも

のをもう一度アナPグ状態に戻す作業であったとも言

える。

　現実世界で起こる事態を動詞と賓語の組み合わせで

表さなければならないとき，極めて多種多様かつ連続

的な現実世界の意味を，有限個のグループに分けよう

とするのであるから，そのグループの中の成員がさら

に異質なものから構成され再分類が可能になるのは容

易に想像できることである。その意味では本稿の論旨

を結論からのみ眺めれば，むしろ当然とも言える結果

に落ち着く。

　本稿はもっばら意味論的分析に終始したが，今後は

この結論を統語論から裏付ける作業をすすめ，「受事賓

語」や「結果賓語」以外のさまざまな賓語の自然で統

一的な解釈を検討することを課題としたい。

　　　　　　　　　　　注

本稿の執筆にあたり，県立新潟女子短期大学の張真

先生にはイソフォーVントとしてこ協・力いただき，東

京意味論倶楽部の諸氏からは貴重なご意見をいただい

た。ここに記して感謝の意を表したい。

1）準賓語C准箕梧”）とは，自動詞や形容詞も伴う

　ことができる賓語のことで，動作量賓語・時間量賓

　語・数量賓語・場所賓語・存現賓語等を含む。朱徳

　煕1982，56，輿水1985，365－368を参照e｛旦しF缶｛金明

　1991のように，場所賓語や存現賓語を準賓語には含

　めない考えもあるe

2）例えぽ，宋玉柱1980，杉村1985，砂岡1988等を参

　照。
3）　Croft1991やLangacker王991を参照。また，移動

　体が起点から目標へ移動するスキーマが，行為とい

　　う抽象的なイベソトを概念化するために用いられ

　　ていると考えることもできる。池上1993参照。

4）　他動性に関する先行研究は非常に多く，ここで他

　　動性についての先行研究をすべて検討することは

　　紙面の都合で不可能である。厳密には他動性は

　　Hopper＆Thompson1980や山梨1995の指摘のよう

　　に，「動作主の意図性」，順的語の被影響性」，働

　　作の瞬時性」等のパラメー一一　Ptにようてその強弱を測
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「受事賓語」再考

　定することができると言われている。しかし
　Tsunoda1985，角田1991，武田1991，山梨ユ995等の，

　Hopper＆Thompson1980eこ対する修正案も出てい

　ることからもわかるように，他動性のパラメータに

　関してはまだ統一的な見解は出ていないように思

　われる。そのパラメータ中でも本稿は，対象が動作

　を被ること，即ち「被動作性」（affectedness）を重

　要な意味基準として他動性を考察したe他動性のパ

　ラメータの中での「被動作性」の重要性に関しては

　角田1991，Gropen、Pinker，Hollander、Goldber－

　g．1991に従う。

5）本来の用例から不要な修飾語等は削除してある

　場合もある。いずれにせよ，最終的にはすぺての用

　例がインフt一マントのチニヅクを受けている。

6）Langacker1991，219の“mover”に相当する。

7）　（54）の用例は孟稼等1987より。孟稼等1987，124で

　は，（54）に対してこの例の“侍染”は「うつす」の

　ではなく「うつされる」意味であるという主旨の解

　説が付されている。しかしイソフォーマγト1こよる

　と，この例は「私が（誰か他人に）赤痢をうつした。」

　という意味になり，うつされたという意味を表すに

　は
　　（54’）我侍染上了痢疾。

　　としなければならないという。孟珠等1987，124に

　わざわざ説明が付されていることからも，逆にこの

　例は語用論的な強い支えが必要とされるものと思

　われる。

8）　Croft1991，213－225や，　Schlesinger1995，139－162

　の“rnental　verbs”についての解説を参照。中国語

　では隊建民1986，73－74が，このようなタイブの賓語

　の存在を指摘し，このような感知に関する賓語を

　　“系事”として“受事”とは別扱いしている。

9）結果賓語が中国語に特有のグループであると

　言っているのではない。Schlesingerl995，163によ

　ると，英語においても，直接目的語によって表され

　る概念として，被動者の他にも，イベソトにょって

　出現するもの，結果としてもたらされる（effected）

　ものを表す次のような例があるという。（無論この

　点をSchlesinger1995が最初に指摘したという意

　味ではない。）

　　They　are　building　a　castle．（彼らは城を建て

　ている。）

　　They　are　painting　a　picture．（彼らは絵を描

　いている。）

　　They　invented　an　excuse．（彼らは言い訳を

　でっち上げた。）

　　他の言語における結果を表す目的語の問題は

　Hopper1985において詳しく論じられている。日本

　語において，動詞の表す動作以前での動作対象の存

　在の有無に関しては仁田1993に指摘がある。

10）　格文法理論においても，叙述の時点の前後で，賓

　語の存在様態に関して，結果賓語と相補的な消滅を

　表す賓語の格規定が問題となっている。山梨

　1983，506－507を参照。

11）　この意味溝造は形式からは以下のように裏付け

　ることができる。（李II缶定1986，7）

　　獄面（小麦粉をこねる）幸揉覆兼（マソトウをこ

　ねて作る）［〉把面揉成罎共（小麦粉をこねてマント

　ウを作る）

　結果賓語に関しては稿を改めて詳細に論じたい。
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